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C O N T E N T S

まさに「大人の女性」を連想させる佐
藤さん。あいさつ一つにしても上品で、
清楚な落着いた女性の印象。それが、時
間が経つと共に、とても明るく太陽の
ような存在なのでは？と思う程、取材
は盛り上がり、最終的にはこちら側の
悩みを上手く引き出し、解決までして
いただきました。
そんな佐藤さんは昨年10月に入組。

２つの事務局の経理を担当。「新しい事
の連続で一つ一つが手探り状態、毎日
が本当に時間との戦いですが、その分
充実もしています。余裕が無く、上手く
いかない事もありますが、マイナスに
捉えるのではなく、次はこうしよう、あ
あしよう、と、前向きに取り組んでいま
すよ。それに、組合員さんとのコミュニ
ケーションが本当に楽しいんです。人
が好きですね」と、えがおで話していた
だきました。
「仕事を通して２人いる子供のお手
本になれたらいいなと思う。私の背中
を見て育つ事によって、大人になった
ら『あぁお母さんも働いていたな』と将
来『働く』事の大切さを感じ取ってほし
いんです」と、暖かい“お母さん”の一面
もみせていただきました。興味がある
のはフラワーアレンジ。ご家庭を大切
にしながら、自分も楽しむ！まさに理
想の女性です。

静岡大工建築業協同組合
静岡県木造建築工業組合

（静岡市駿河区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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地域産業実態調査にみる
地域資源を活かした

着地型観光への取り組み
わが国では、国内産業の空洞化が進む中、“観光”という新たなキーワードが国内経済や産業の活性化に
寄与する切り札として注目を浴びている。近年では、地域資源を活かした地域ならではの様々なプログ
ラムで、旅行者の多様化するニーズに応えようという、“着地型観光”と呼ばれる観光コンテンツへの取り
組みが各地で活発化している。
こうした中、本会では、昨年度、着地型観光の実態や連携のあり方を明らかにしようと、アンケート調査
や現地調査などを実施した。
特集では、その調査結果を基に、県内外で展開される着地型観光の現状と課題、地域と中小企業等との
連携による新たな観光･誘客の取り組みなどを紹介する。

着
地
型
観
光
が
注
目
さ
れ
る
背
景

近
年
、
国
内
観
光
地
の
低
迷
が
続
く
中
で
、「
着

地
型
観
光
」
と
呼
ば
れ
る
旅
行
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
の
旅
行
は
、
消
費
者
が

生
活
す
る
地
域
（
＝
発
地
）
の
旅
行
業
者
が
立
案

し
た
旅
行
企
画
や
旅
行
業
者
に
手
配
し
て
も
ら
っ

た
旅
行
商
品
を
店
頭
で
購
入
し
て
、
観
光
地
を
訪

れ
る
方
式
が
主
流
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
旅
行
目
的
地
（
＝
着
地
）
で
あ
る

観
光
地
自
身
が
旅
行
商
品
を
企
画
開
発
、
販
売
す

る
の
が
着
地
型
観
光
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
着
地
型
観
光
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
社
員
旅
行
な
ど
団

体
旅
行
が
減
少
し
始
め
、
旅
行
す
る
単
位
が
個
人

や
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
小
規
模
化
し
て
い
っ
た
。
こ

の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
団
体
で
観
光
施
設
を
物
見

遊
山
的
に
周
っ
て
い
た
観
光
客
も
、
自
分
自
身
が

楽
し
み
た
い
旅
行
ス
タ
イ
ル
を
主
張
、
実
践
し
始

め
、
従
来
の
よ
う
な
画
一
的
な
旅
行
商
品
で
は
対

応
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

以
前
か
ら
地
域
の
観
光
資
源
に
注
目
し
た
商
品

の
開
発
は
さ
れ
て
い
た
が
、
団
体
の
物
見
遊
山
に

適
し
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
多
様
な
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
に

登
場
し
た
旅
行
が
「
着
地
型
観
光
」
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
従
来
か
ら
人
気
の
高
い
自
然
を
楽

し
む
旅
行
商
品
も
、
見
る
だ
け
の
も
の
か
ら
、
体

験
す
る
要
素
が
取
り
込
ま
れ
た
”グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム”

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
は
観
光
資
源
と
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
も

の
づ
く
り
の
現
場
を
見
る
産
業
観
光
や
街
並
み
散

策
、
買
い
物
を
楽
し
む
都
市
観
光
な
ど
も
、
新
た

な
着
地
型
観
光
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

地
域
の
基
幹
産
業
（
地
場
産
業
）
が
勢
い
を
失

い
つ
つ
あ
り
、
各
地
で
新
産
業
の
創
出
が
期
待
さ

れ
て
い
る
中
で
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る
着
地
型

観
光
へ
の
取
り
組
み
は
、
大
型
の
イ
ン
フ
ラ
投
資

が
必
要
な
い
こ
と
も
あ
り
、
各
地
で
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

着
地
型
観
光
の
特
長

①
観
光
地
が
企
画
し
て
催
行

着
地
型
観
光
は
、
観
光
地
で
企
画
す
る
点
が
発

地
型
と
の
大
き
な
相
違
点
。
着
地
型
商
品
は
、
観

光
資
源
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
意
見
を

取
り
込
み
造
成
さ
れ
る
。

観
光
関
係
者
は
「
地
域
の
観
光
資
源
に
つ
い

て
詳
し
く
知
っ
て
欲
し
い
（
体
験
し
て
欲
し
い
）」

と
の
思
い
が
強
く
、
発
地
型
で
は
提
供
で
き
な
い

観
光
資
源
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、
一
般
観
光
客

に
は
公
開
し
て
い
な
い
部
分
を
限
定
公
開
し
た

り
、
専
門
家
が
同
行
し
て
解
説
や
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
す
る
な
ど
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
的
な
個
性
的
商

品
が
生
ま
れ
や
す
い
。

②
少
人
数
で
楽
し
む

参
加
人
数
が
少
な
い
こ
と
も
、
着
地
型
観
光
の

特
長
だ
。

多
く
の
着
地
型
観
光
は
、
対
象
と
す
る
観
光
資

源
を
絞
り
込
ん
で
い
る
た
め
、
観
光
客
が
限
定
さ

れ
る
一
方
、
特
定
の
観
光
資
源
に
関
心
を
持
つ
観

特集
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光
客
が
集
ま
る
の
で
、
参
加
者
の
旅
行
商
品
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
一
致
し
や
す
く
、
応
え
や
す
い
。

ま
た
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
丁
寧
に
応
対

す
る
こ
と
も
で
き
、
参
加
者
に
高
い
満
足
感
を
与

え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

③
体
験
・
交
流
を
楽
し
む

観
光
資
源
を
体
験
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
た
ち

と
交
流
で
き
る
こ
と
も
着
地
型
観
光
の
魅
力
。

依
然
と
し
て
観
光
に
遊
興
や
歓
楽
を
求
め
る
層

も
多
い
が
、
中
高
年
を
中
心
に
観
光
を
し
な
が
ら

知
識
を
深
め
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い

る
。
見
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
、
実
際

に
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
、
さ
ら
に
同

じ
考
え
を
持
つ
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
で
一
層
高

い
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

着
地
型
観
光
を
推
進
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
波
及
効
果

着
地
型
観
光
は
、
短
期
間
で
観
光
客
を
増
や
す

こ
と
こ
そ
難
し
い
も
の
の
、
地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
つ
な
が
る
。
観
光
地
と
し
て
は
、
フ
ァ
ン
が

増
え
る
こ
と
に
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
ン
に
は
地
域
外
で
地

域
の
魅
力
を
発
信
す
る
観
光
大
使
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
長
期
的
に
み
れ
ば

地
域
の
知
名
度
向
上
や
、
観
光
客
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
者
や
漁
業
者
な
ど
観
光
業
以
外
の

人
々
が
企
画
や
催
行
に
携
わ
る
こ
と
で
、
地
域
全

体
が
経
済
的
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
な

ど
、
観
光
客
の
増
加
に
と
ど
ま
ら
な
い
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

静
岡
県
に
お
け
る
着
地
型
観
光
の
実
態

本
会
で
は
、
県
内
の
着
地
型
観
光
の
現
状
と
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
旅
行
プ
ラ
ン
（「
着
地
型
観
光
商
品
」）
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
対
象
は
、
県
旅
行
業
協
会
会
員
や
中
央
会

会
員
組
合
所
属
の
宿
泊
施
設
、
県
内
の
観
光
関
連

団
体
、
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
一
〇
〇
〇
団
体
。

平
成
二
二
年
一
〇
月
に
郵
送
で
実
施
し
、
有
効

回
答
数
は
二
六
二
件
だ
っ
た
。

旅
行
業
者
に
対
す
る
調
査

着
地
型
観
光
商
品
に
関
わ
っ
て
い
る
旅
行
業
者
は

五
割
弱

着
地
型
観
光
商
品
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
す
る

事
業
者
は
、
全
体
の
四
六.

六
％
。
こ
れ
に
は
「
自

ら
主
催
せ
ず
、
助
言
・
紹
介
」（
二
三.

三
％
）
も

含
ま
れ
て
お
り
、
専
門
家
と
し
て
協
力
す
る
業
者

も
少
な
く
な
い
（
図
表
①
）。

�

年
間
利
用
者
数「
一
〇
〇
人
以
下
」が
約
三
分
の
二
。

最
低
催
行
人
数
は
「
一
一
人
以
上
」
が
七
二
％

販
売
種
類
数
は
「
一
種
類
」
が
一
六.

二
％
、「
二

〜
三
種
類
」
が
四
五.

九
％
で
、
数
多
く
の
旅
行

商
品
を
造
成
・
販
売
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
だ

（
図
表
②
）。

年
間
の
利
用
者
数
（
＝
購
入
者
数
）
は
、「
二
一

〜
五
〇
人
」
が
三
〇.

六
％
で
最
も
多
く
、「
五
一

〜
一
〇
〇
人
」
が
二
五.

〇
％
で
続
く
。
企
画
数

が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
一
回
当
た
り
の
参
加

者
が
少
な
い
こ
と
も
推
測
で
き
る
（
図
表
③
）。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

取り扱い実績なし
41.1%

過去取り扱って
いたが現在なし
12.3%

大手や中堅の
旅行代理店に
販売　4.1%

直接無料提供
4.1%

自ら主催せず、
助言・紹介
23.3%

直接有料販売
31.5%

何
ら
か
の

形
で
関
与

46.6%

図表① �着地型観光商品の取り扱い�
（複数回答）

11.1%

25.0%

30.6%

8.3%
8.3%

16.7%

1001人以上

501～10000人

101～500人

51～100人

21～50人

20人以下

11.1%

25.0%

30.6%

8.3%
8.3%

16.7%

1001人以上

501～10000人

101～500人

51～100人

21～50人

20人以下

図表② 年間の販売種類数図表③ 年間利用者数

16.2%

8.1%

45.9%

１種類

2～3種類

6～10種類

16.2%

5.4%5.4%

5.4%

8.1%

13.5%

45.9%

１種類

2～3種類

4～5種類

6～10種類

11～20種類

21種類以上 不明
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取
り
扱
わ
な
い
事
業
者
の
半
数
は「
十
分
な
利
用

者
や
適
切
な
利
益
が
見
込
め
な
い
」が
理
由

行
政
や
業
界
団
体
に
期
待
す
る
支
援
の
ト
ッ

プ
は
「
地
域
資
源
に
関
す
る
情
報
提
供
」（
六
七.

六
％
）。
こ
れ
に「
広
告
・
宣
伝
費
の
補
助
」（
四
三.

二
％
）、「
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
紹
介
」（
二
九.

七
％
）

が
続
い
た
（
図
表
⑦
）。

着
地
型
商
品
を
取
り
扱
わ
な
い
業
者
に
理
由
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
十
分
な
利
益
や
利
用
者
が
見
込

め
ず
商
品
化
が
困
難
」が
五
〇.
〇
％
と
半
数
を
占

め
た
。「
ガ
イ
ド
な
ど
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
で
き
な
い
」

（
三
六.

七
％
）と
い
っ
た
人
材
面
の
理
由
も
多
い
。

小
規
模
な
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
商
品
企
画
や

宣
伝
な
ど
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
取
り

扱
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
⑧
）。

代
表
的
な
旅
行
プ
ラ
ン
の
最
低
催
行
人
数

は
、「
一
一
〜
二
〇
人
」
に
設
定
す
る
事
業
者
が

五
〇.

〇
％
と
半
数
。
理
想
は
一
人
で
も
対
応
す

べ
き
だ
が
、
移
動
コ
ス
ト
や
講
師
代
、
食
事
代
な

ど
、
二
〇
人
近
い
参
加
者
を
集
め
な
い
と
採
算
を

確
保
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
（
図
表
④
）。

＂採
算
割
れ＂
や
＂コ
ス
ト
が
負
担＂
な
ど
採
算
面

が
課
題

企
画
上
の
課
題
は
、「
有
料
で
成
り
立
ち
に
く

く
、
採
算
の
確
保
が
難
し
い
」
が
四
八.

六
％
と

約
半
数
を
占
め
た
。
ガ
イ
ド
役
が
商
品
力
を
左
右

す
る
重
要
な
存
在
で
あ
る
だ
け
に
優
秀
な
人
材
の

確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
（
図
表
⑤
）。

販
売
上
の
課
題
は
、「
効
果
的
な
販
売
促
進
策

が
打
ち
出
せ
な
い
」（
四
五.

九
％
）、「
申
込
者
が

少
な
く
採
算
割
れ
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
」（
三
七.

八
％
）、「
販
売
・
宣
伝
コ
ス
ト
が
負
担
」（
三
二.

四
％
）
の
三
項
目
が
三
割
を
超
え
た
。

こ
こ
で
も
”採
算
割
れ”

や
”コ
ス
ト
が
負
担”

な

ど
採
算
面
の
課
題
が
上
位
に
挙
が
っ
た（
図
表
⑥
）。

取
り
組
み
た
い
企
画
は「
自
然
体
験
」「
農
業
・
漁

業
・
酪
農
体
験
」が
上
位

今
後
取
り
組
み
た
い
着
地
型
観
光
の
企
画
の
ト 

ッ
プ
は
「
自
然
体
験
」（
三
七.

〇
％
）。
地
域
の
個

性
を
出
し
や
す
い
「
地
場
産
業
体
験
」
は
二
四
．

七
％
、「
ご
当
地
グ
ル
メ
体
験
」
は
二
三.

三
％
と

二
割
を
超
え
た
（
図
表
⑨
）。

21.6

16.2

5.4

48.6

18.9

13.5

5.4

21.6

32.4

45.9

18.9

37.8

21.6

16.2

5.4

48.6

18.9

13.5

0 10 20 30 40 50 60

その他
他地域の同種プランと差別化できない
観光施設等が自前企画として商品化してしまう
有料で成り立ちにくく採算の確保が難しい
サービスを提供する人材の確保が難しい

観光施設等の協力が得にくい

5.4

21.6

32.4

45.9

18.9

37.8

0 10 20 30 40 50

その他

同業他社や観光施設に販売力で負ける

販売・宣伝コストが負担

効果的な販売促進策が打ち出せない

販売窓口が少ない

申込者少なく採算割れするケースが多い

（％）

（％）

図表⑤ 企画上の課題（複数回答）

2.8% 0.0%

50.0%

22.2%

11.1%

13.9%

3～5人

6～10人

11～20人

21人以上

50.0%

22.2%

11.1%

13.9%

1人 2人

3～5人

6～10人

11～20人

21人以上

図表④ �代表的な旅行プランの�
最低催行人数

図表⑦ �行政や業界団体に期待
する支援（複数回答）

図表⑧ �着地型観光商品を扱わ
ない理由（複数回答）

図表⑥ 販売上の課題（複数回答）

67.6

13.5

43.2

13.5

29.7

10.8 10.8
18.9

5.4

0
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20
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50
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23.3

6.7

50.0

16.7

36.7

20.0
26.7

20.0 20.0

0

10

20

30

40

50

60
（％）（％）

地
域
資
源
に
関
す
る
情
報
提
供

販
売
先
の
紹
介

広
告・宣
伝
費
の
補
助

企
画
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
紹
介

商
品
開
発
手
法
の
伝
授

公
共
交
通
機
関
の
割
引

そ
の
他

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
紹
介

訪
問
先（
観
光
施
設
）の
紹
介

経
営
戦
略
と
し
て

地
元
の
資
源
に
魅
力
を
感
じ
な
い

十
分
な
利
益
や
利
用
者
が
見
込
め
ず

商
品
化
が
困
難

設
備
費
や
運
営
費
が
負
担

観
光
施
設
等
と
の
連
携
が
困
難

企
画
や
販
売
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

そ
の
他

ガ
イ
ド
な
ど
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
で
き
な
い

販
路
や
宣
伝
ツ
ー
ル
を
確
保
で
き
な
い
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�

開
発
に
必
要
な
こ
と
は「
事
業
者
・
団
体
の
間
で

連
携
を
強
化
」が
最
多

着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
に
必
要
な
こ
と
は
、 

「
事
業
者
・
団
体
間
で
連
携
を
強
め
る
」
が
五
二. 

一
％
、「
隠
れ
た
既
存
の
地
域
資
源
を
洗
い
出
す
」

が
五
〇.

七
％
と
と
も
に
半
数
を
超
え
た
。
地
域

資
源
は
新
た
に
開
発
す
る
よ
り
も
、
隠
れ
た
も
の

を
見
つ
け
る
か
、
既
存
の
も
の
を
磨
く
こ
と
を
重

視
す
る
、
と
の
回
答
が
多
い
（
図
表
⑩
）。

着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
で
必
要
な
連
携
先
と

し
て
は
、「
プ
ラ
ン
に
組
み
込
む
観
光
施
設
」
が

四
三.

八
％
、「
地
元
に
精
通
し
た
地
元
旅
行
代
理

店
」「
支
援
を
行
う
行
政
・
業
界
団
体
」
が
と
も

に
四
二.

五
％
と
な
っ
た
（
図
表
⑪
）。

宿
泊
事
業
者
に
関
す
る
調
査

五
割
強
の
宿
泊
業
者
が
着
地
型
商
品
扱
う

宿
泊
事
業
者
の
客
室
数
は
、「
六
〜
二
〇
部
屋
」

が
五
九.
〇
％
と
六
割
近
く
を
占
め
る
一
方
、
一 

〇
〇
室
以
上
の
大
型
施
設
は
五.

四
％
に
と
ど
ま 

っ
た
。
施
設
利
用
者
は
、「
一
〇
名
以
上
の
団
体
」

が
七.

二
％
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
は
五
八.

四
％
を
占

め
た
。

現
在
、
五
三.

〇
％
の
事
業
者
が
何
ら
か
の
形

で
着
地
型
観
光
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
回

答
。
消
費
者
に
「
直
接
有
料
販
売
」
す
る
形
態
が

二
三.

五
％
で
最
も
多
い
が
、「
直
接
無
料
提
供
」

も
一
一.

四
％
を
占
め
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

で
提
供
し
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
（
図
表
⑫
）。

�

企
画
上
の
課
題
は「
差
別
化
」、販
売
上
の
課
題
は

「
効
果
的
な
販
売
促
進
策
が
打
ち
出
せ
な
い
」

年
間
利
用
者
数
は
、「
一
〇
一
〜
五
〇
〇
人
」

が
二
九.

六
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
な
お
、
現
時

点
で
有
料
の
着
地
型
観
光
の
旅
行
プ
ラ
ン
の
利
用

者
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
推
計
す
る
と
二
万
人
弱

と
み
ら
れ
る
。

企
画
上
の
課
題
は
、「
他
地
域
の
同
種
プ
ラ
ン
と 

差
別
化
で
き
な
い
」
が
三
九.

三
％
で
最
も
多
い
。

着
地
型
観
光
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
伴
い
、
競
合

す
る
観
光
地
で
も
同
様
の
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
図
表
⑬
）。

販
売
上
の
課
題
は
、「
効
果
的
な
販
売
促
進
策

が
打
ち
出
せ
な
い
」
が
五
〇.

六
％
で
過
半
数
を

占
め
た
。
宿
泊
プ
ラ
ン
の
販
売
を
旅
行
業
者
に
委

託
し
て
き
た
宿
泊
事
業
者
が
多
い
だ
け
に
、
自
ら

販
売
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
す
る
事
業
者

も
多
い
よ
う
で
あ
る
（
図
表
⑭
）。

組合活性化情報

4.1

12.3 37.0

28.828.8

24.7

15.1

12.3

5.5

13.7

23.3

11.0

9.6

5.5

26.0

15.1

0 10 20 30 40

その他
特にない
自然体験

農業・漁業・酪農体験
地場産業体験
伝統芸能体験
飲食製造体験
スポーツ体験
健康・美容体験
ご当地グルメ体験
まち歩きツアー

エコ・ボランティア活動
ガイド同伴景勝地巡り
ガイド同伴史跡・博物館巡り
旅行者参加型イベント

（％）

図表⑨ 今後取り組みたい企画（複数回答）

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

11.0

41.1

50.7

19.2

52.1

0 10 20 30 40 50 60
新たな地域資源の開発

既存の地域資源の魅力を高める

隠れた既存の地域資源を洗い出す

資源活用の勉強会を行う

事業者・団体間で連携を強める

1.4

12.3

42.5

32.9

43.8

30.1

42.5

0 10 20 30 40 50
連携する必要はない

全国に販路を持つ旅行代理店
地元に精通した地元旅行代理店
地元に精通した非営利民間団体
プランに組み込む観光施設など
プランを販売する宿泊施設や交通機関

支援を行う行政・業界団体

（％）

（％）

13.9

23.5

11.4

18.1

9.6

37.3

0

10

20

30

40

大
手
や
中
堅
の
旅
行
代
理
店
に
販
売

直
接
有
料
販
売

直
接
無
料
提
供

自
ら
主
催
し
な
い
が
助
言
や
紹
介

過
去
取
り
扱
っ
て
い
た
が
現
在
な
し

取
り
扱
い
実
績
な
し

（％）

何らかの形で扱っている

図表⑩ 地域での着地型観光商品の開発に必要な手法（複数回答）

図表⑫ �着地型観光商品の取り扱い
（複数回答）

図表⑪ 地域での着地型観光商品の開発に必要な連携先（複数回答）
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�
連
携
す
べ
き
組
織
の
ト
ッ
プ
は「
支
援
を
行
う
行

政
・
業
界
団
体
」

着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
に
必
要
な
要
素
は
、

「
既
存
の
地
域
資
源
の
魅
力
向
上
」
が
五
九.

六
％

と
六
割
を
占
め
た
一
方
、「
新
た
な
地
域
資
源
の 

開
発
」
は
一
五.
七
％
に
と
ど
ま
っ
た
。ま
た
「
隠
れ 

た
既
存
の
地
域
資
源
を
洗
い
出
す
」
も
三
九.

二
％

に
の
ぼ
り
、
旅
行
業
者
と
同
様
に
、
新
た
な
資
源

よ
り
も
既
存
の
資
源
活
用
を
重
視
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
（
図
表
⑰
）。

必
要
な
連
携
先
の
ト
ッ
プ
は
、「
支
援
を
行
う
行 

政
や
業
界
団
体
」（
五
七.

二
％
）。
旅
行
代
理
店
と 

の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
宿
泊
事
業
者
は
一
二. 

〇
％
と
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
表
⑱
）。

期
待
す
る
支
援
内
容
は
「
情
報
提
供
」

行
政
や
業
界
団
体
に
期
待
す
る
支
援
内
容
は
、

「
地
域
資
源
に
関
す
る
情
報
提
供
」
が
四
八.

三
％

で
最
多
。「
広
告
・
宣
伝
費
の
補
助
」（
四
四.

九
％
）

や
「
公
共
交
通
機
関
の
割
引
」（
二
五.

八
％
）
な

ど
補
助
を
期
待
す
る
声
も
多
い
（
図
表
⑮
）。

着
地
型
商
品
を
取
り
扱
わ
な
い
理
由
は
、「
企

画
や
販
売
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
が
四
〇.

九
％

で
ト
ッ
プ
。
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
が
商
品
化
の
進
ま
な

い
一
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

今
後
取
り
組
み
た
い
企
画
は
「
自
然
体
験
」（
四 

四.

六
％
）が
最
多
。こ
れ
に「
農
業
・
漁
業
・
酪
農

体
験
」（
二
七.

七
％
）が
続
く
。身
近
で
、商
品
化
し

や
す
い
観
光
資
源
が
上
位
を
占
め
た
（
図
表
⑯
）。

静
岡
県
に
お
け
る
着
地
型
観
光
推
進
の
方
向

着
地
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
な
ど
の
事
業
者

単
独
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
そ
の
際
、
地
域
連
携
体
（
＝
着
地
型
観
光

に
取
り
組
む
組
織
）が
実
施
主
体
と
な
る
こ
と
で
、

単
独
で
は
解
決
が
難
し
い
課
題
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
施
設
や
宿
泊
施

設
の
商
品
開
発
力
・
販
売
力
も
欠
か
せ
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
、事
業
と
し
て
成
り
立
ち
に
く
く
、

地
域
に
経
済
的
恩
恵
を
も
た
ら
す
程
の
安
定
的
な

取
り
組
み
に
は
成
り
え
な
い
。

そ
こ
で
、
地
域
に
連
携
を
生
み
出
し
、
課
題
を 2.4

26.5

34.3

36.7

57.2

26.5

12.0

34.3

36.7

30.1

57.2

0 10 20 30 40 50 60 70

連携する必要はない
全国に販路を持つ大手旅行代理店
地元に精通した地元旅行代理店
地元に精通した非営利民間団体
プランに組み込む観光施設など
プランの販売窓口となる交通機関

支援を行う行政や業界団体

（％）

（％）
9.0

39.3

4.5

32.6

21.3
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0 10 20 30 40 50
その他

他地域の同種プランと差別化できない
観光施設等が自前企画として商品化してしまう
有料で成り立ちにくく採算の確保が難しい
サービスを提供する人材の確保が難しい

観光施設等の協力が得にくい

（％）

4.5

15.7

15.7

16.9

15.7

21.3

50.6

30.3

15.7

16.9
0 10 20 30 40 50 60

その他
旅行代理店や同業他社に販売力で負ける

販売・宣伝コストが負担
効果的な販売促進策が打ち出せない
宿泊事業者のため販売窓口が少ない

申込者少なく採算割れするケースが多い

元々無料なので問題はない

その他
公共交通機関の割引

訪問先（観光施設）の紹介
商品開発手法の伝授

ツアーガイドの紹介
企画プランナーの紹介

広告・宣伝費の補助
販売先の紹介

地域資源に関する情報提供

（％）0 10 20 30 40 50 60

48.3
10.1

44.9
11.2

10.1
13.5

19.1
25.8

5.6

特にない
その他

自然体験
農業・漁業・酪農体験

地場産業体験
伝統芸能体験
飲食製造体験
スポーツ体験

健康・美容体験
ご当地グルメ体験

まち歩きツアー
エコ・ボランティア活動
ガイド同伴景勝地巡り

ガイド同伴史跡・博物館巡り
旅行者参加型イベント

（％）0 10 20 30 40 50
12.0

3.0
44.6

27.7

8.4
16.3

27.7
14.5
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8.4

16.3
13.9
13.3
13.3

4.8
13.3
12.7

14.5

59.6
39.2

31.3
45.2

0 10 20 30 40 50 60 70
新たな地域資源の開発

既存の地域資源の魅力向上
隠れた既存の地域資源を洗い出す
地域資源活用手法の勉強会を行う
事業者や各種団体間で連携を強化

（％）
15.715.7

図表⑬ 企画上の課題（複数回答）

図表⑭ 販売上の課題（複数回答）

図表⑮ 行政や業界団体に期待する支援（複数回答）

図表⑯ 今後取り組みたい企画（複数回答）

図表⑰ 地域での着地型観光商品の開発に必要な手法（複数回答）

図表⑱ 地域での着地型観光商品の開発に必要な連携先（複数回答）
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こ
の
取
り
組
み
は
、
継
続
的
に
集
客
効
果
が
得

ら
れ
、
閑
散
期
で
も
利
用
者
が
地
域
を
訪
れ
る
た

め
、
宿
泊
・
観
光
施
設
に
と
っ
て
も
大
き
な
助
け

に
な
る
。
ま
た
、
同
一
ツ
ア
ー
を
毎
日
催
行
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
知
名
度
を
高
め
る
効
果
も
大
き

く
、
単
発
の
開
催
よ
り
、
一
催
行
あ
た
り
の
コ
ス 

ト
が
小
さ
く
な
り
採
算
性
が
高
ま
る
。

求
め
ら
れ
る
実
施
主
体
と
し
て
の
地
域
連
携
体

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
設
定
を
行
い
、

か
つ
短
期
間
で
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
い
く
た
め
に

は
、
数
多
く
の
観
光
資
源
が
必
要
で
あ
る
。
従
来

型
の
観
光
で
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
自
然
資
源
ば
か

り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
独
自
の
歴
史
や
文
化
な

ど
多
様
な
資
源
を
活
用
し
て
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
一
定
の
集
客
を
毎
日
確

保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
コ
ー
ス
の
幅

を
広
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
交
通
事
業
者
と
の

連
携
や
、
行
政
か
ら
助
成
を
受
け
て
収
入
を
確
保

す
る
努
力
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま

ず
は
地
域
や
業
界
の
枠
を
超
え
た
横
断
的
な
地
域

連
携
体
を
作
り
、
旅
行
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

人
材
の
育
成
が
実
行
の
カ
ギ
を
握
る

地
域
全
体
で
着
地
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
に
は
、
仕
組
み
に
加
え
、
地
域
全
体
を

見
渡
し
、
各
事
業
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
材
＝
指
導
者
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
に
は
、
行
動
力
は
も
ち
ろ
ん
、
個
々

の
企
画
を
組
み
合
わ
せ
、
商
品
価
値
を
高
め
る
企

画
調
整
力
や
催
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
旅
行
業
の
知

識
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
指
導
者
と
な
る
人

乗
り
越
え
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
地
域
連
携
体

が
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
る
。

着
地
型
観
光
へ
の
効
果
的
な
取
り
組
み

着
地
型
観
光
へ
の
関
わ
り
方
は
多
様
だ
が
、
地

域
と
し
て
通
年
で
企
画
立
案
し
、募
集
催
行
す
る
、

「
通
年
主
催
型
」
こ
そ
地
域
が
連
携
し
て
目
指
す

べ
き
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
。

材
は
限
ら
れ
て
お
り
、
新
た
に
育
成
す
る
こ
と
も

必
要
だ
。
行
政
に
よ
る
講
習
へ
の
参
加
や
地
域
で

の
勉
強
会
な
ど
を
通
じ
、
地
域
で
育
て
て
い
く
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

県
内
に
お
け
る
着
地
型
商
品
販
売
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
と
し
て
開
発
し
た
着
地
型
観
光
商
品
を
販

売
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
販
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞

り
込
み
設
定
や
コ
ス
ト
を
抑
え
た
宣
伝
な
ど
の
販

売
戦
略
も
重
要
に
な
る
。

静
岡
県
の
場
合
、
県
内
に
静
岡
市
や
浜
松
市
な

ど
の
中
核
と
な
る
都
市
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
金

力
に
乏
し
い
立
ち
上
げ
初
期
は
、
ま
ず
県
内
の
消

費
者
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
宣
伝

に
関
し
て
は
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

「通年主催型」の着地型観光への関わり方

実施主体の役割 ・ 多様な観光資源を組み合わせたコースを独自に設定し、着地型旅行
商品として提供する

着地型観光への関わり方
・着地型観光の企画立案・募集催行を行う
・複数の着地型観光のメニューを組み合わせて旅行商品化する
・このコースを着地型観光のツアーとして販売、毎日催行する

実施主体の負担と
プラス効果

・ コースの設定、施設との調整、移動手段の手配、募集催行など、実
施主体の負担が重い

・ 自由なコース設定で、地域の魅力や独自性を打ち出すことができ、
リピーターを獲得しやすい

・毎日催行であり、継続的に地域への波及効果がある

成功させるポイント ・バラエティに富んだコース設定を行う
・実施主体の負担を地域で分担する

静岡県における着地型観光推進の方向性

ま
ず
は
静
岡
県
内
の
消
費
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売

➡

通
年
主
催
タ
イ
プ
で

着
地
型
旅
行
商
品
を
開
発

➡

講
習
会
や
勉
強
会
を
行
っ
て

実
行
す
る
人
材
を
育
成

➡

横
断
的
地
域
連
携
体
を
組
織

➡

事
業
者
が
抱
え
る
課
題
を

連
携
に
よ
り
解
決
す
る
必
要
性
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地
域
内
連
携
で
は
、
地
域
資
源
を
有
す
る
中
小

商
工
業
者
や
観
光
施
設
と
、
着
地
型
観
光
商
品
を

企
画
・
販
売
す
る
地
域
連
携
体
と
の
間
を
取
り
持

つ
こ
と
や
、
行
政
の
支
援
策
を
地
域
連
携
体
を
通

じ
て
情
報
提
供
す
る
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
で
着
地
型
観
光
に
取
り
組
む
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
会
員
組
合
に
対
す
る
勉
強

会
の
開
催
や
行
政
に
よ
る
講
習
会
へ
の
参
加
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

中
央
会
の
役
割

着
地
型
観
光
の
推
進
に
は
、
中
央
会
の
も
つ
幅

広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
、
事
業
者
間
連

携
や
地
域
内
連
携
へ
の
支
援
が
必
要
と
な
ろ
う
。

事
業
者
間
連
携
で
は
、
中
小
企
業
の
組
織
化
支

援
を
通
じ
、
商
品
の
販
売
や
宣
伝
に
お
け
る
信
用

力
の
向
上
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
着
地
型
観
光

商
品
づ
く
り
に
意
欲
を
持
つ
旅
行
業
者
を
集
め
組

織
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
連
携
体
の
受
け
皿
と
し

て
機
能
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

着地型観光に関する行政の支援メニュー

支援機関 支援事業名 概　　　　　　　　　　要

観　光　庁
ニューツーリズム創出・流通促進事業 着地型旅行企画を公募し、選定した企画をモニターツアーとして実施。効果検証

し、総合的な支援を行う。

観光カリスマ塾 観光地づくりに成功した人物を講師に、着地型観光に携わる人材を育成するセミ
ナーを行う。

中小企業庁 地域資源活用支援事業 観光に限らず、中小企業による地域資源を活用した新商品開発に対して、融資や
補助金など金銭的な支援を行う。

静　岡　県

魅力ある観光地づくり推進事業 静岡県の地域資源を活用した旅行商品の造成を行う団体に、総合的な支援を行う。

ふじのくにニューツーリズム推進事業 静岡県における地域主体のニューツーリズム創出に向けて、学習会や商談会を開
催する。

しずおか農山村交流定住促進事業 滞在型のグリーンツーリズムを促進する団体や市町村に、受入体制整備のための
総合的な支援を行う。

静岡県中小企業団体中央会と関連機関との連携イメージ

連
携
協
力

情報発信

情報発信

旅行事業者

地域住民

ボランティア

支　　援 情報提供 人材育成

センター機能 組合 連携 地域観
光協会ツアー組成 （旅館等）

資源の発掘

旅行事業者

商品造成

情報提供
県観光協会

観光施設 イベント実施
会社・団体

旅行業協会

商品造成支援
ツアー運営

イベント実施
農業者 漁業者

商工業者

静岡県中小企業団体中央会
行政

連携
協力

連携
協力

指導者連携構築 助成事業
危機管理

エンドユーザー

マーケティング
セミナー開催 ガイド

＝ ＝

協力
体制
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組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

“とびうおすくい”参加者の約6割が宿泊
土肥地区ならではの観光資源とびうおを活用した“とびうお

すくい体験”は、企画当初、タモ網や救命胴衣など道具類の負
担などから、体験に使う漁船の確保に苦労したが、地元の漁
業者との協力体制と操業許可も整い、スタートから5年ほどで
軌道に乗った。

料金は１人2000円の設定で、毎年4月から7月の金曜日・土
曜日の夜に実施。1催行あたり80人、年間で1300人ほどの集
客がある。

子どもの参加が多く、東京や名古屋など県外だけでなく、県
内からの参加者も少なくない。午後8時開始ということもあり、参
加者の約6割が土肥地区のホテルや旅館に宿泊する。

地元漁業者との連携で“オンリーワン”企画に
照明をめがけて滑空するとびうおをタモ網ですくうという珍し

い体験を、地元漁業者と連携し、企画することで“オンリーワン”
の着地型旅行商品に仕立てたところが大きな特徴である。ま
た、全国放送のテレビ番組に取り上げられたことによって認知
度が一気に高まり、集客面での苦労は解消。従来のような広
告宣伝を展開する必要がなくなった。また、効果的に助成金を

活用して人件費や用具代など実施主体の負担軽減を図って
いる。

さらなる体験イベントも企画中
とびうおすくい体験は、関わる漁業者にとっても収入源の 

１つになっており、事業継続が可能な限り継続していく方針。 
また、平成23年はカブトムシ採取体験を企画するなど、着地型
観光への取り組みを拡充していく考えだ。

伊豆市土肥地区の宿泊施設で構成され、組合員の経営支援や観
光客への案内などを展開。集客策として着地型観光に着目し、
1999年より体験型イベントに取り組む。土肥温泉旅館協同組合

地域資源を活用した着地型観光の先進事例

旬の浜名湖を楽しめるバスツアー“遠州道中膝栗毛”
2005年、当協会と地元の観光事業者がタイアップし、舘山寺

温泉の宿泊者限定で、宿泊翌日の午前中に浜名湖の旬を体
験できるバスツアー“遠州道中膝栗毛”を開発。現在は、協会と
旅行業第3種免許を取得したNPO法人が連携して商品の企
画･販売を行っている。

1日1コースのみだが年間約6000人を集客。季節の花摘み
体験や地元特産品の製造工程の見学など内容も多彩。企画
担当者は、事前の打合せだけでなく催行初日には必ず同行し、
コースに問題点がないか常に確認を怠らない。

2週間ごとにコースを変更しているため、常に浜名湖の旬の
魅力を堪能できるほか、ツアー料金が１人1000円と低料金で
あることもあり、ツアーの存在を知らずに宿泊予約をした人が
チェックインの時に申し込むこともあるという。

当初から独立採算をとっており、補助金や助成金など行政
の直接的な関与はない。しかし、協会では、地域の宿泊施設や
行政、旅行業者らが集うネットワーク会議を開催。地域資源に
関する情報収集や、関係者との連携を強化。これがツアーの
成功に結びついている。

毎日催行と低料金で大ヒット
当企画の先進性は、毎日催行と低料金設定にある。地域

10の宿泊施設と地元交通事業者が協力したことで、安定した
集客と移動手段の確保が可能になり、毎日催行を実現した。ま
た、1人１000円という料金を設定したことで、舘山寺を訪れた

宿泊者が気軽に利用できる点も大きな強みである。

農家や工場などもコースに組み込み、差別化図る
最近は、既存の観光施設を積極的に組み込まず、観光客を

受け入れていない農家や工場をコースに入れることで他の旅
行商品との差別化を図っている。また、観光客の受け入れを
希望する施設からツアーへの組み込み依頼も増えているとい
う。現在は午前中1本のみの運行だが、今後は午後に周回す
るコースを設けたり、1日に複数のコースを設定することも検討
中だ。

舘山寺の宿泊施設や商業施設など104の協会員から成り、舘山寺
地域の観光振興に取り組む。2004年の浜名湖花博後の観光客減
を防ごうと、地域の隠れた資源の掘り起こしに動き出した。かんざんじ温泉観光協会

◀
着
地
型
ツ
ア
ー
＂遠
州
道
中
膝
栗
毛＂
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ 

▲とびうおすくいを楽しむ子どもたち
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「両立支援レベルアップ助成金」
平成23年度変更の概要

●静岡労働局雇用均等室で申請受付・支給

８月31日までの申請受付・支給 ９月１日からの申請受付・支給

代替要員確保コース

休業中能力アップコース

子育て期の短時間勤務支援コース

(財)21世紀職業財団静岡事務所 静岡労働局雇用均等室

平成24年１月中の申請受付

育児・介護費用等補助コース(※)
静岡労働局雇用均等室

（８月31日までに費用補助を規定し、実際に費用補助をした事業主）
(申請対象期間：平成23年１月～１2月)

(※)育児・介護費用等補助コースは平成24年１月の申請をもって廃止となります。

両立支援レベルアップ助成金 両立支援助成金

中小企業両立支援助成金

・子育て期の短時間勤務支援コース ・子育て期の短時間勤務支援助成金

・代替要員確保コース

・休業中能力アップコース

《平成23年８月31日までに要件を満たした申請》

《平成23年９月１日以降に支給対象となる申請》助成金が再編されます。

◆代替要員確保コース・休業中能力アップコースの変更点
　・支給対象事業主を労働者数300人以下の事業主に限定
　・一般事業主行動計画の届出等を事業主の規模に関わらず要件に追加
　・「事業所ごとの申請」から「事業主(企業)単位での申請」に変更
　・代替要員確保コースは、「平成12年４月１日以降、最初に支給対象労働者が生じた」という
　　要件を廃止。支給金額を、一人あたり一律15万円に変更
　・休業中能力アップコースの支給限度額を、一人あたり21万円に変更

平成23年８月31日まで 平成23年９月１日から
<お問い合わせは>

・代替要員確保コース

・休業中能力アップコース

(財)21世紀職業財団静岡事務所
TEL：054-205-2050
FAX：054-205-2100

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11-17
　　　　　　 桜井・第一共同ビル６階

静岡労働局雇用均等室
TEL：054-252-5310
FAX：054-252-8216

〒420-8639 静岡市葵区追手町９番50号
　　　　静岡地方合同庁舎５階
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「
こ
の
商
店
街
が
大
好
き
。か
つ
て
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、な

ん
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
っ
た
」。

Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
北
口
か
ら
約
四
〇
〇
㍍
続

く
通
称
”れ
ん
が
道
商
店
街”

。そ
の
周
辺

の
商
業
者
七
九
人
が
加
入
す
る
商
店
街
振

興
組
合
の
理
事
と
し
て
、三
〇
人
近
い
女

性
会
員
を
束
ね
る
婦
人
部
長
と
し
て
、そ

し
て
”駅
北
復
活
フ
ェ
ス
タ”

の
実
行
委

員
長
と
し
て
、駅
前
商
店
街
へ
の
熱
い
想

い
を
語
る
。

フ
ェ
ス
タ
は
、藤
枝
市
の
”商
店
街
い

き
い
き
活
動
コ
ン
ペ
事
業”

の
助
成
を
受

け
て
、平
成
二
二
年
六
月
に
ス
タ
ー
ト
。往

時
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
”復
活”

の

文
字
を
冠
し
た
。

事
業
の
柱
は
、歴
史
、食
育
・
健
康
、環
境

の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
イ
ベ
ン
ト
。

さ
ら
に
、学
生
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、タ
イ
ム
リ
ー
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
”都
度
イ
ベ
ン
ト”

、ス
ト
リ
ー

ト
ラ
イ
ブ
な
ど
市
民
参
加
型
の
音
楽
イ
ベ

ン
ト
”あ
な
た
が
主
役”

と
多
彩
だ
。

「
企
画
の
段
階
で
”こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
、本
当
に
出
来
る
ん
で
す

か”

と
市
の
担
当
者
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た

が
、漠
然
と
単
発
の
事
業
を
打
っ
て
も
ダ

メ
。テ
ー
マ
を
定
め
て
、コ
ツ
コ
ツ
と
続
け

る
こ
と
が
大
切
」と
婦
人
部
を
中
心
に
実

行
委
員
を
募
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
企

画
に
込
め
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
練
り
上
げ
形

に
し
て
い
っ
た
。

昨
年
度
は
、六
月
か
ら
三
月
ま
で
ほ
ぼ

毎
月
の
ペ
ー
ス
で
八
回
開
催
。当
初
、四
人

ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
し
た
実
行
委
員
会
も
、

今
で
は
一
〇
人
に
増
え
た
。

フ
ェ
ス
タ
終
了
後
は
、必
ず
反
省
会
を

開
く
。

「
ど
ん
な
こ
と
で
も
言
い
合
え
る
仲
間

の
集
ま
り
。気
づ
い
た
こ
と
を
出
し
合
う

こ
と
で
、次
回
の
糧
に
な
り
ま
す
。マ
ン
ネ

リ
化
防
止
に
も
効
果
大
で
す
」。

組
合
の
商
業
、ア
ー
ケ
ー
ド
歩
道
、街
づ

く
り
の
各
委
員
会
と
も
が
っ
ち
り
と
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
、組
合
の
結
束
力
強
化
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
。

「
フ
ェ
ス
タ
に
合
わ
せ
、一
〇
〇
円
市
や

得
ダ
ネ
市
な
ど
の
売
り
出
し
イ
ベ
ン
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。回
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
す
る
組
合
員
も
増
え
、商
店
街
全
体
に

賑
わ
い
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」と
そ

の
相
乗
効
果
に
目
を
細
め
る
。

「
学
生
や
市
民
グ
ル
ー
プ
、町
内
会
、企

業
な
ど
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
成
り
立
っ
て
い
る
ん
だ
な
、

と
強
く
感
じ
ま
す
。楽
し
み
な
が
ら
、や
ら

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
、感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
常
に
周
囲
へ

の
謝
意
を
忘
れ
な
い
。

こ
の
商
店
街
で
生
ま
れ
、育
っ
た
。プ

ラ
モ
デ
ル
店
や
喫
茶
店
の
経
営
を
経
て
、

二
五
年
ほ
ど
前
か
ら
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
経
営
。

「
フ
ェ
ス
タ
が
終
わ
っ
た
瞬
間
の
充
実

感
と
達
成
感
が
一
番
の
喜
び
。も
っ
と

も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
商
店

街
を
思
う
気
持
ち
は
人
一
倍
だ
。

クローズアップインタビュー
藤枝駅前商店街振興組合 婦人部部長
駅北復活フェスタ 実行委員長

北島多喜子さん

組合活性化情報

2年目迎えた
“復活フェスタ”
賑わいと活気を
商店街に

23年08月号_本文.indd   11 11.7.29   11:33:41 AM
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大
規
模
災
害
に
備
え
る　

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

静
岡
県
中
央
会

静
岡
県
中
央
会
で
は
、
組
合
関
係
者

や
企
業
担
当
者
を
対
象
に
、
地
震
対
策

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
／
事
業
継
続
計
画
）
セ
ミ
ナ
ー

を
七
月
二
二
日
、
二
五
日
、
八
月
八
日

の
三
日
間
、
県
内
三
ヵ
所
（
静
岡
市
、

沼
津
市
、
浜
松
市
）
で
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
を
受
け
、
企
業
が
各
種
地
震
対
策
の

検
討
や
見
直
し
を
進
め
る
中
、
優
先
的

に
策
定
す
べ
き
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
企
画
。

企
業
の
危
機
管
理
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
手
が
け
る
㈱
イ
ン
タ
ー
リ
ス

ク
総
研
の
中
村
純
一
氏
が
、
県
内
で
想

定
さ
れ
る
地
震
の
被
害
状
況
を
基
に
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
概
要
や
対
策
の
前
提
、
体
制

の
構
築
、初
動
対
応
な
ど
を
、東
日
本
大

震
災
の
事
例
を
踏
ま
え
解
説
し
た
。

中
村
氏
は
現
状
、
中
小
企
業
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
が
約
一
割
に
止
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
、

「
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、

人
手
の
確
保
や
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ス
キ
ル
不

足
な
ど
か
ら
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
。

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
を
受
け
、
今
後
、
取

引
先
か
ら
策
定
要
請
が
強
ま
っ
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
予
測
し
た
。

「
国
や
県
の
予
測
デ
ー
タ
な
ど
を
基

に
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
想

定
を
整
理
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
倒
壊

の
可
能
性
の
低
い
建
物
は
ど
こ
か
、
電

気
・
水
・
ガ
ス
が
使
え
な
い
期
間
は
ど

の
く
ら
い
か
な
ど
、
事
前
に
整
理
し
て

お
く
こ
と
で
、
対
策
は
よ
り
具
体
的
で

現
実
的
と
な
る
」
と
説
い
た
。

ま
た
、
社
長
な
ど
意
思
決
定
者
を
含

む
、
緊
急
時
対
応
組
織
の
立
ち
上
げ
を

推
奨
し
、

焼
津
市
を
中
心
に
県
内
の
佃
煮
製

造
・
販
売
業
者
二
〇
社
が
加
入
す
る
静

岡
県
佃
煮
商
工
業
協
同
組
合
（
清
水
良

一
理
事
長
・
焼
津
市
）
で
は
、
六
月

二
九
日
の
”佃
煮
の
日”

に
あ
わ
せ
、

焼
津
市
内
の
小
学
校
、
高
校
で
佃
煮
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

”
佃
煮
の
日”

は
、
大
阪
の
住
吉

神
社
が
佃
煮
発
祥
の
地
で
あ
る
東
京

佃
島
に
正
保
三

（
一
六
四
六
）
年
の

六
月
二
九
日
に
遷

座
し
た
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
全
国

調
理
食
品
工
業
協

同
組
合
が
こ
の
日

を
記
念
日
に
制
定
。

組
合
で
は
、
佃

煮
の
認
知
度
向
上

や
食
育
の
促
進
な
ど
を
図
る
た
め
、
平

成
一
九
年
か
ら
毎
年
、
市
内
の
学
校
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

当
日
は
、
清
水
理
事
長
は
じ
め
役
員

ら
が
黒
石
小
と
焼
津
水
産
高
を
訪
問
。

佃
煮
を
詳
し
く
紹
介
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
佃
煮
サ
ン
プ
ル
を
贈
る
と
と

も
に
、
児
童
や
生
徒
の
代
表
に
焼
津
で

製
造
さ
れ
て
い
る
佃
煮
の
歴
史
や
原

難
者
へ
の
宿
泊
先
の
提
供
な
ど
、
地
域

社
会
へ
の
各
種
対
応
に
つ
い
て
、

「
対
応
を
誤
る
と
、
風
評
被
害
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め

想
定
す
る
要
請
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
事
態
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
整
理

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
結
ん
だ
。

「
構
成
員
に
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
が
極
め

て
重
要
だ
。
自
覚
が
な
い
と
、
緊
急
時

の
招
集
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る
」
と

強
調
し
た
。

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
想
定
さ
れ

る
近
隣
住
民
へ
の
避
難
場
所
や
帰
宅
困

„
佃
煮
の
日
＂に
あ
わ
せ
、

佃
煮
の
魅
力
を
こ
ど
も
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル

静
岡
県
佃
煮
商
工
業
協
同
組
合

▼�事例を基に分かりやすくBCPを説く
中村氏。出席者は熱心に耳を傾けた

s�

清
水
理
事
長（
写
真
下
の
右
）ら
が
児
童･

生
徒
の
代
表
に
佃
煮
を
ア
ピ
ー
ル

Business Report 組合の動き
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福
島
の
避
難
所
で

揚
げ
た
て
の
カ
レ
ー
パ
ン
振
る
舞
う

静
岡
県
パ
ン
工
業
協
同
組
合

静
岡
県
パ
ン
工
業
協
同
組
合
（
石
上

道
雄
理
事
長
）
青
年
部
で
は
こ
の
ほ
ど
、

福
島
第
一
原
発
の
事
故
で
、
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
住
民
約
九
〇
〇
人
が
身

を
寄
せ
る
、
福
島
県
郡
山
市
の
”ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま”

を
訪
れ
、
つ

く
り
た
て
の
自
家
製
カ
レ
ー
パ
ン
約

二
四
〇
〇
個
を
振
る
舞
っ
た
。

福
島
県
内
の
同
業
者
が
多
く
被
災
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
神
奈
川
県
パ
ン
協

連
青
年
部
が
呼
び
か
け
、
本
県
青
年
部

か
ら
加
藤
秀
治
青
年
部
長
（
富
士
製
パ

ン
㈱
社
長
）
ら
三
人
が
駆
け
つ
け
た
。

パ
ン
づ
く
り
は
、
静
岡
県
三
人
、
神

奈
川
県
九
人
の
一
二
人
で
実
施
。

各
人
が
約
二
〇
〇
個
ず
つ
、
合
わ
せ

て
約
二
四
〇
〇
個
の
半
焼
状
態
で
仕
込

ん
だ
カ
レ
ー
パ
ン
を
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
、
油 

な
ど
の
調
理
機
材

と
と
も
に
持
ち
寄

り
、
現
地
で
調
理

し
た
。

三
時
間
ほ
ど
で

用
意
し
た
全
て
の

パ
ン
が
な
く
な
る

ほ
ど
の
人
気
で「
揚

げ
た
て
、
出
来
立

て
で
、
と
て
も
お

組合活性化情報

清
水
理
事
長
は
、

「
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
伝

統
食
品
の
佃
煮
を
若
い
世
代
に
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
、
焼
津
の
佃
煮
の
普
及
を

い
っ
そ
う
進
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

料
、
製
法
な
ど
説
明
。
佃
煮
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
、
イ
ワ
シ
な
ど

様
々
な
種
類
の
佃
煮
を
試
食
し
た
生
徒

ら
は
、
口
々
に
「
お
い
し
い
」「
家
で

も
食
べ
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

静
岡
市
の
木
材
の
魅
力
を
発
信

„
き
き
し
ず
＂オ
ー
プ
ン

静
岡
市
産
材
活
用
推
進
情
報
セ
ン
タ
ー

静
岡
市
産
の
木
材
の
活
用
や
林
業
・

木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
静

岡
市
産
材
活
用
推
進
情
報
セ
ン
タ
ー

”き
き
し
ず”

が
七
月
九
日
、
静
岡
市

呉
服
町
の
”ミ
ラ
イ
エ
呉
服
町”

内
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し

設
置
し
た
も
の
で
、静
岡
市
や
林
業
、木

材
、建
築
関
係
の
組
合
な
ど
一
三
団
体
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
運
営
。
設
置

期
間
は
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
。

市
産
材
の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
ブ
ラ
ン

ド
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
図
る

ほ
か
、
市
産
材
を
活
用
し

た
商
品
に
対
す
る
販
路
開

拓
支
援
や
森
林
の
公
益
的

機
能
の
啓
発
も
行
う
。

ま
た
、
定
期
的
に
一
般

消
費
者
向
け
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
、

木
を
使
っ
た
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど

も
企
画
す
る
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
パ
ネ
ル
や
映

像
を
用
い
た
木
造
住
宅
の
施
工
例
や
内

装
、
家
具
の
紹
介
、
さ
ら
に
端
材
等
の

実
物
の
展
示
な
ど
を
通
じ
、
木
の
住
ま

い
の
良
さ
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

実
行
委
員
会
で
は
、

「
静
岡
木
材
の
魅
力
や
情
報
の
発
信
基

地
と
し
て
大
い
に
活
用
し
、
木
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
多
く
の

方
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と

期
待
を
込
め
た
。

営
業
時
間
は
、午
前
一
〇
時
〜
午
後
七
時 

三
〇
分
。水
曜
日
が
休
館
日
で
入
場
無
料
。

s�

＂が
ん
ば
ろ
う
東
北 

応
援
団 

静
岡
県
パ
ン
青
年
部＂
と
書
か
れ
た
特
製
シ
ャ
ツ
で
避
難
者

を
支
援
す
る
加
藤
部
長（
写
真
上
の
中
央
）ら

▲呉服町の“ミライエ”（写真下）2階にオープンした
　“ききしず”

「
不
自
由
な
避
難
生
活
に
少
し
で
も
役

立
て
ば
と
参
加
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

こ
う
し
た
活
動
を
ど
ん
ど
ん
企
画
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

い
し
か
っ
た
」
と
大
好
評
だ
っ
た
。

避
難
所
に
は
、
香
ば
し
い
カ
レ
ー
パ

ン
の
香
り
が
漂
っ
た
。

加
藤
部
長
は
、
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静岡労働局からのお知らせ
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静
岡
県
中
小
企
業
団
地
協
議
会（
事
務
局
：
静
岡
県

中
央
会
）で
は
、会
員
組
合
を
対
象
に
事
務
局
の「
土･

日

勤
務
体
制
」に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

国
内
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、夏
場
の
電
力
不

足
へ
の
対
策
と
し
て
、木・金
曜
日
を
休
日
に
し
て
、代
り

に
土・日
曜
日
に
工
場
を
稼
動
す
る「
輪
番
操
業
」に
取

り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
に
伴
い
、自
動
車
関
連
部
品
メ
ー

カ
ー
を
は
じ
め
幅
広
い
業
種
で
同
様
な
対
応
を
取
る
中

小
企
業
も
多
い
。

　
こ
う
し
た
中
、組
合
事
務
局
が
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
か
を
調
査
し
た
。

　

土･

日
操
業
を
行
う
組
合
員
企
業
が
あ
る
組
合
は
九

割
超
。一
方
、組
合
員
の
土･

日
操
業
に
対
応
し
て
、組
合

事
務
局
の
勤
務
形
態
を
変
更
す
る
予
定
が
あ
る
組
合
は

二
割
弱
と
な
っ
た
。

調
査
の
概
要

調
査
対
象
…	�

静
岡
県
中
小
企
業
団
地
協
議
会
の

会
員
二
六
組
合

調
査
方
法
…	�

調
査
票
を
組
合
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
、

回
答
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
返
信
、回
収
し
た
。

調
査
時
期
…	

六
月
二
八
日
〜
七
月
八
日

回　
答　
数
…	

二
三
組
合（
有
効
回
答
率
八
八
．五
％
）

現
在
の
組
合
事
務
局
の
土
・
日
勤
務
体
制
は
、 

「
土
日
と
も
休
み
」
が
六
九
．六
％
と
約
七
割
を
占

め
た
。

ま
た
「
そ
の
他
」
と
し
て
、「
第
二
、四
土
曜
日

休
日
」「
日
曜
日
と
第
二
、四
土
曜
日
休
日
」「
土

曜
日
半
日
」
な
ど
の
休
日
形
態
も
み
ら
れ
た
（
図

表
①
）。

土
・
日
操
業
を
行
う
組
合
員
企
業
が
あ
る
か
と

の
問
い
に
は
、九
一
．三
％
が
「
あ
る
」
と
回
答
（
図

表
②
）。

一
方
、
組
合
員
の
土
・
日
操
業
に
対
応
し
て
、

組
合
事
務
局
の
勤
務
形
態
を
変
更
す
る
予
定
が
あ

る
か
は
、「
な
い
」
が
七
八
．三
％
と
八
割
近
く
を

占
め
た
（
図
表
③
）。

「
未
定
」
に
は
、
七
月
の
様
子
を
み
て
八
月
、
九

月
の
対
応
を
検
討
す
る
と
の
回
答
も
見
ら
れ
た
。

具
体
的
な
勤
務
形
態
は
、「
土
曜
の
み
勤
務
」

「
土
曜
日
及
び
祝
日
」
で
、
日
曜
日
勤
務
は
な
か 

っ
た
。

土
・
日
勤
務
の
振
替
は
、「
平
日
に
振
替
休
日

を
取
得
」
の
ほ
か
、「
木
・
金
の
午
後
を
休
日
に 

し
、
土
曜
日
に
出
勤
」
と
の
回
答
も
あ
っ
た
。

［ トピックス ］

土･日操業に伴う
団地組合事務局の
勤務体制調査

土日とも休み
69.6％

日曜日のみ休み
8.7％

その他
21.7％

ある
91.3％

ない
4.3％

不明
4.3％

ある
8.7％

ない
78.3％

未定
13.0％

図表① 現在の組合事務局の
 　　　土･日勤務について

図表② 土･日操業を行う
 　　　組合員の有無

図表③ 土･日操業に対応した、
 　　　勤務形態変更の有無
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○事務幹事代理店　静岡県協同振興株式会社
　　〒��0-0���　静岡市葵区追手町��-1
　　TEL	：	0��-��1-1���　FAX	：	0��-���-0���

○募　集　代　理　店　静鉄保険サービス株式会社
　　〒��0-0���　静岡市葵区日出町�-�	静鉄日出町ビル�F
　　TEL	：	0��-���-�00�　FAX	：	0��-���-�0��

ご連絡先

＜引受保険会社＞
三井住友海上火災保険株式会社�静岡第二支社
〒��0-00�1
静岡市葵区呉服町1-�	三井住友海上静岡ビル�F
TEL	：	0��-���-�1��　FAX	：	0��-���-���0

NO.96405　SA9-091020-A3N　2009.10/A3N12/B
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売上高
収益状況
業界の景況

H14.7.1 H15.7.1 H16.7.1 H17.7.1 H18.7.1 H19.7.1 H20.7.1 H21.7.1 H22.7.1

（平成23年6月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕
による毎月の景況調査の概要です。

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

東日本大震災以後、
｢売上高｣など改善の兆し

～復興需要や海外展開から製造業中心に上昇 ただし円高等不安材料もあり～

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H23.06 -42.5 -11.4 -18.4 -26.5 -50.6 -36.8 -23.1 -14.9 -51.8

DI値

H23.05 -58.6 -13.1 -14.9 -29.9 -65.5 -42.6 -46.1 -15.0 -67.8

H23.05→H23.06 16.1↗ 1.7↗ -3.5↘ 3.4↗ 14.9↗ 5.8↗ 23.0↗ 0.1↗ 16.0↗

［ 繊維工業 ］　受注停滞・減少により取引条件、収益状況とも
悪化している。またエネルギーや原材料が再び高騰し始め
ており、採算も悪化している。

［ 窯業・土石製品 ］　環境悪化につき“お手上げ”状態。人員も
ミキサー車も減らし、工場集約しても効果なし。

［ 一般機器 ］　国内向け設備業者はヒマ、海外向け設備業者
は多忙感あり、と仕入先により格差が拡大している。なお、
海外向けも円高進行により採算面で厳しさを増している。

［ 卸売業（建材） ］　公共工事関係に出荷が見え始めた。昨年
の大幅減の反動で前年同月比2ケタのプラスとなった。

［ サービス業（宿泊） ］　東日本大震災の影響で落ち込んでい
た宿泊者数だが、前年並み、あるいは前年を上回る旅館も出
始めた。ただし全体的には、減少傾向。

［ 建設業 ］　県内公共工事契約高は件数、金額とも前年を下
回り厳しい状況。また原発関連の仕事量の減少、猛暑による
熱中症対策等、不安材料が多い。

［ 運輸業 ］　自動車関連の荷動きは回復傾向にあるが、全体
的な荷動きは依然として低迷。軽油価格も前年同月に比べ
て高値で推移しているため、収益状況は厳しい。

組合活性化情報

　東日本大震災以降、中小企業の景況等は厳しい傾向を示し各項目とも悪化が顕著となっていたが、今月は前月に引
き続き悪化が縮小し回復傾向。特に「売上高」「収益状況」「業界の景況」の三指標は二ケタの上昇となり、状況は改善に向
かっている。特に製造業にて震災前の水準までには至っていないものの、サプライチェーンの復旧等を背景に回答が好調。
　ただしDI値自体はマイナス40～50台を推移しており、“前年同月を上回る”まではほど遠い。徐々に回復しつつあるも
のの、不安定な受注量や資材・部品の価格高騰、風評被害拡大、夏場の電力供給（土日操業による対応）、円高など先行きの
不透明さから予断を許さない状況となっている。

概　況

DI値の推移 ※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

業界の声  対象17業種より抜粋

主要三指標DI値推移（過去10年間）

23年08月号_本文.indd   18 11.8.3   10:22:50 AM



19 中小企業静岡 2011.8

組合
運営QA
Q
AAAAAAAAAAAAAAA&

事
務
局

組合活性化情報

全
国
茶
の
品
評
会
で
五
年
連
続
産
地
賞
に
輝

く
茶
産
地
掛
川
。
そ
の
茶
商
四
四
社
が
加
入
す

る
組
合
の
事
務
長
に
就
い
た
の
は
、
平
成
一
八

年
八
月
。
地
元
の
信
用
金
庫
を
定
年
ま
で
勤
め

上
げ
た
後
、
知
人
か
ら
組
合
を
紹
介
さ
れ
、「
金

融
機
関
で
の
知
識
や
経
験
が
少
し
で
も
役
に
立

て
ば
」
と
引
き
受
け
た
。

今
年
一
月
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
情
報
番
組
で
”日

本
で
一
番
が
ん
死
亡
率
が
低
い
街”

と
し
て
掛

川
市
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
秘
密
の
カ
ギ
と
し

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
掛
川
茶
だ
。

「
放
送
の
翌
日
か
ら
、
事
務
所
の
電
話
が
鳴
り

っ
放
し
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
全
く
つ
な
が
ら
な

い
と
、
手
紙
で
注
文
さ
れ
た
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
一
週
間
ほ
ど
は
、
夜
一
〇
時

茶
産
地
掛
川
の
情
報
を
全
国
に
発
信

過
ぎ
ま
で
事
務
所
に
”釘
付
け”

で
し
た
ね
」

と
全
国
区
と
な
っ
た
知
名
度
に
驚
く
。

そ
の
一
方
、
静
岡
県
産
の
茶
葉
か
ら
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
る
と
い
う
、
掛
川
茶
の
安
心
・

安
全
を
揺
る
が
す
事
態
が
六
月
に
起
こ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
組
合
独
自
に
組
合
員
の
全
製

茶
工
場
の
荒
茶
検
査
を
実
施
。
掛
川
市
長
が
い

ち
早
く
安
全
宣
言
を
出
す
な
ど
、
産
地
全
体
で

風
評
被
害
の
防
止
に
取
り
組
ん
だ
。

「
あ
の
と
き
も
電
話
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
し

た
。
お
客
様
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

正
確
な
情
報
提
供
が
欠
か
せ
な
い
と
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、
理
解
し
て
も
ら
う

ま
で
説
明
し
ま
し
た
」
と
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
続
け
た
。

組
合
員
の
八
割
が
法
人
だ
が
、
家
族
経
営
的

な
小
規
模
事
業
者
も
多
い
。

「
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
組
合

員
が
組
合
活
動
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
の
が
事
務
局
の
役
割
。

そ
の
ひ
と
つ
が
情
報
の
提
供
で
す
。
今
回
の
放

射
性
物
質
の
問
題
の
よ
う
に
、
情
報
が
交
錯
す

る
と
き
こ
そ
、
事
務
局
で
そ
の
交
通
整
理
を
し
、

迅
速
に
正
し
い
情
報
を
流
す
こ
と
が
必
要
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
」。

高
校
野
球
の
大
フ
ァ
ン
。
特
に
菊
川
市
の
自

宅
近
く
に
強
豪
校
の
練
習
場
が
出
来
て
以
来
、

そ
の
高
校
の
応
援
を
続
け
る
。

「
出
身
校
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
応
援
に
は

力
が
入
り
ま
す
ね
」
と
友
人
ら
と
同
好
会
を
結

成
す
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
だ
。

共済事業の定義について、法律上、「組
合員その他の契約者から共済掛金の支払

を受け、共済事故の発生に関し、共済金を交付す
る事業」と規定され、施行規則で規制対象となる
ものとして「一の被共済者当たりの共済金額が10
万円を超える共済契約の締結を行う事業」と規定
されています。
　具体的には、組合員から事前に何らかの資金を
徴収し、予め決めた事故（死亡やケガだけではな
く、結婚や出産等も含まれます）が発生した時に、
組合員に対して一定の金額（10万円超）を支払
うことを約束している場合は、慶弔金や見舞金と
いった名称にかかわらず、共済事業に該当します。
　なお商工組合では、共済金額10万円を超える共
済事業が禁止されていますので注意が必要です。

規制対象となり、行政庁の認可が
必要な共済事業とはどのようなも
のですか。

A.

Ｑ.

掛川茶商協同組合
　　　　　  （掛川市）

黒田坤
つ ち ひ ろ

弘事務長
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　障害者を雇用することに迷いを感じている企業
の、本当の心配事とはなんでしょう。
　障害者雇用は、企業の経営姿勢を社員の皆様に
示す機会であると同時に、働くことの意味を社員
の皆様とともに考えるチャンスとなるものです。
　今回のセミナーでは、障害者雇用のポイント及
び助成金や支援機関の活用について、実際に障害
者を雇用している企業の担当者の方からお話しい
ただきます。
　今、この共生の時代に、障害者雇用のもたらす
メリットを探っていきます。

セミナー開催日程

◆参加費　　　無料
◆定　員　　　20社程度

※セミナー終了後、名刺交換・個別相談もできます。
※10月以降も、毎月開催します。

お申し込み先
静岡県 雇用推進課　

「障害者雇用 企業内サポーター育成事業」受託者 

特定非営利活動法人　
静岡福祉総合支援の会　空と大地と
〒421‒0204
焼津市高新田2399‒54
TEL（054‒622‒6009）

事業主の皆様へ
　事業所等に勤務されている方の個人住民税（市
町村民税＋県民税）は、所得税と同様に、原則として
事業主の皆様に徴収をしていただいた上で、課税
した市町村に納入していただくことが必要です。
※このような納入の仕組みを「特別徴収」といいます。

静岡県と県内市町では、法定要件に該当する全
ての事業主に個人住民税の特別徴収を実施して
いただくための準備を進めています。ご理解と
ご協力をお願い致します。

個人住民税の特別徴収制度の概要

Q1 どのような場合に特別徴収をするのですか？
A1 �①所得税の源泉徴収を行う事業主は、個人住民税の特

別徴収も行っていただく必要があります。
②従業員が前年中に給与の支払いを受けた者であり、
かつ、当年度の初日（₄月₁日）において給与の支払いを
受けている場合は、原則として、事業主が従業員の住民
税を徴収して、課税した市町村に納入していただくこと
になります。（パート、アルバイト、非常勤職員等でも、こ
の要件に該当する場合は、特別徴収の対象となります。）

Q2 特別徴収のメリットは何ですか？　
A2 �①納税者本人が年税額を年₄回で支払う『普通徴収』と

比べて、『特別徴収』は12回払いとなるため、従業員の皆
様は₁回あたりの納税額が少なくなるとともに、納期限
を気にしなくてもいいので、納めやすくなります。
②所得税は毎月の給与から徴収額を計算しなければな
りませんが、住民税は予め毎月の徴収額が決まっている
為、事業主にとっては、計算の煩わしさがありません。

お問合せ先
◆各市町村の個人住民税担当課（室）
◆静岡県経営管理部自治局自治財政課
　TEL（054-221-2097）FAX（054-221-2776）
◆静岡県経営管理部財務局税務課
　TEL（054-221-2974）FAX（054-221-3361）
　詳しくはホームページで
 静岡県　県税のしおり　特別徴収　で検索

障害者雇用促進セミナー
〜障害者雇用で企業が変わる〜

8月26日（金）　13：30～15：30

【会　場】　浜松市総合産業展示館3階7号会議室
　　　　　（浜松市東区流通元町20-2）

【講　師】　株式会社レンティック中部（リネンサプライ業）
　　　　　布団工場責任者
　　　　　江間 秀樹 氏

9月22日（木）　13：30～15：30

【会　場】　沼津テクノカレッジ
　　　　　（沼津市大岡4044-24）

【講　師】　有限会社山梨製作所（自動車部品製造業）
　　　　　営業
　　　　　山梨 祐介 氏

個人住民税は、所得税と同じく
事業主による徴収が必要です

①「特別徴収税額通知書」送付
　（特別徴収義務者の指定）

③翌月10日までに金融機関等
　から納入

④退職者の届出（随時）

市
町
村

事
業
所
等

従
業
員

②給与等から住民
税天引き（ 6月
支給分から翌年
5月支給分まで）
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〜労働基準法をはじめとする働き方に係るルール
について解説するセミナーです〜

労働法制の基礎をわかりやすく解説します。

※受付開始時期は、会場により異なります。
※�静岡県労働法セミナーは「しずおか県民カレッ

ジ」の連携講座です。
※�ご不明な点等ございましたら各県民生活セン

ター、又は県労働政策課（TEL：054-221-2817）
にお気軽にお問合せください。

〜主な内容〜

1. 職場のパワー・ハラスメント対策
  ・定義、現状、原因、問題点
  ・職場での防止対策

2. 職場のセクシュアルハラスメント対策
  ・現状、原因、問題点
  ・男女雇用機会均等法第11条及び指針
  ・�事業主に義務づけられている防止のため

の₉つの措置

3. ハラスメントのない職場を目指して
  ・管理職、従業員として気をつけること

平成23年９月14日（水）
13：30〜16：30

◆場所：�静岡市産学交流センター「ペガサート」
₇階 大会議室（静岡市葵区御幸町₃‒21）

　　　　☆JR静岡駅から徒歩₅分、
　　　　　静岡鉄道新静岡駅から徒歩₁分
　※駐車場がありませんので、公共交通機関を御

利用ください。

◆講師：木内 育代 氏

　㈶21世紀職業財団静岡事務所 所長
　産業カウンセラー

◆対象：事業主または人事労務管理担当者など
　　　　（定員50名・先着順）
◆受講料：無料
◆お問合せ　

電 話（054‒354‒2430）または
FAX（054‒354‒2132）で
　静岡市経済局商工部　商業労政課へどうぞ

（静岡市清水区旭町₆番₈号）
Mail：shogyo@city.shizuoka.lg.jp

（http://www.city.shizuoka.jp/
deps/shogyorousei/index.html）

平成２３年度 静岡県労働法セミナー
開講のご案内

あなたの会社の
パワハラ・セクハラ防止講座

東部労働法セミナー 中部労働法セミナー 西部労働法セミナー

開
催
日

9月15日（月）
12日（月）
26日（月）

10月13日（月）

9月16日（火）
13日（火）
29日（木）

10月16日（木）

9月12日（金）
8日（木）

15日（木）
22日（木）

会
場 沼津労政会館 静岡労政会館 浜松総合庁舎

申
込
先

東部県民生活センター
Tel. 055-951-8209

中部県民生活センター
Tel. 054-202-6013

西部県民生活センター
Tel. 053-458-7243

時
間 １０：００～１６：３０

内

容

【科　目】　
  ・労働法総論
  ・労使のルール（労使関係法の基礎）
  ・労働契約と労働条件（雇用関係法の基礎）
  ・労災補償（労災者災害補償保険法の基礎）
  ・最近の労働法をめぐる動向

【講　師】
  ・静岡大学法科大学院教授
　　　　　　　　　中村 和夫 氏（東部・中部）
  ・流通経済大学教授
　　　　　　　　　大場 敏彦 氏（西部）
  ・社会保険労務士

【対　象】
  ・労使関係者及び労働問題に関心のある一般の方
  ・各会場80人程度（先着順）

【時　間】  ・1日5.5時間、計22時間

【受講料】  ・無料
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系列部品メーカーが事業統合
高付加価値製品づくり目指す

く み あ い 百 景

協
業
組
合
は
、
組
合
員
に
な
ろ
う
と

す
る
企
業
が
、
従
来
営
ん
で
い
た
事
業

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
統
合
し
、
共
同

で
組
合
を
経
営
す
る
組
合
組
織
。

当
組
合
は
、
組
合
員
の
行
う
事
業
を

廃
止
し
、
そ
の
全
て
を
組
合
に
統
合
す

る
”全
部
協
業”

方
式
を
と
る
。　

事
業
活
動
に
付
帯
す
る
ヒ
ト
、
モ
ノ

な
ど
の
経
営
資
源
も
統
合
す
る
た
め
、

限
り
な
く
会
社
に
近
い
組
合
組
織
と
い

え
る
。

当
初
は
、
ゆ
る
や
か
な
連
携
体
で
あ

る
協
同
組
合
で
の
設
立
を
視
野
に
入
れ

て
い
た
と
い
う
。
だ
が
、
組
合
員
は
同

じ
企
業
系
列
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分

担
し
な
が
ら
、
一
貫
し
た
製
造
工
程
を

担
う
。
そ
こ
で
窓
口
を
一
本
化
し
、
材

料
の
納
入
か
ら
完
成
品
ま
で
一
貫
し
た

生
産
管
理
体
制
を
築
く
た
め
に
は
、
協

業
組
合
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

協
業
化
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
員
企

業
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
従
業
員
の
給

与
や
休
日
な
ど
の
労
働
条
件
の
調
整
に

細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。

「
休
日
は
一
番
休
み
の
多
い
企
業
の
日

数
に
合
わ
せ
、
給
与
は
平
準
化
し
ま
し

た
。
公
平
に
な
る
よ
う
、
足
並
み
を
揃

え
る
の
に
神
経
を
遣
い
ま
し
た
ね
」
と

浅
沼
理
事
長
は
振
り
返
る
。

浜
松
市
を
中
心
と
す
る
県
西
部
地
区

は
、
大
手
二
輪
完
成
車
メ
ー
カ
ー
の
本

社
・
工
場
が
立
地
す
る
、わ
が
国
屈
指
の

二
輪
車
生
産
の
拠
点
だ
。
部
品
メ
ー
カ 

ー
の
集
積
も
厚
く
、自
動
車
や
電
機
用
の 

部
品
を
生
産
す
る
兼
業
も
含
め
る
と
、

そ
の
数
約
一
〇
〇
〇
社
と
も
言
わ
れ
る
。

当
組
合
は
、
そ
の
浜
松
市
で
二
輪
車

メ
ー
カ
ー
の
二
次
下
請
と
し
て
、
マ
フ

ラ
ー
や
消
音
器
な
ど
の
部
品
製
造
に
携

わ
る
プ
レ
ス
、
溶
接
、
研
磨
の
五
社
が

団
結
。
協
業
化
で
物
流
の
効
率
化
や
コ

ス
ト
削
減
、
納
期
の
短
縮
を
進
め
よ
う

と
平
成
二
年
、
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
名
は
、
組
合
員
数
（
五
人
）
に
、

人
を
表
す
に
ん
べ
ん
を
つ
け
（
伍
）、

桜
の
花
び
ら
（
弁
）
の
枚
数
（
五
枚
）

を
か
け
あ
わ
せ
た
。

「
辞
書
と
首
っ
引
き
で
考
え
ま
し
た
」

と
設
立
当
初
か
ら
組
合
を
束
ね
て
き
た

浅
沼
千
秋
理
事
長
は
思
い
を
語
る
。

組
合
で
は
、
設
立
と
同
時
に
浜
松
市

内
の
親
企
業
に
隣
接
す
る
六
三
二
㎡
の

土
地
を
取
得
。
四
階
建
て
延
べ
床
面
積

約
一
六
〇
〇
㎡
の
共
同
工
場
を
国
の
高

度
化
資
金
な
ど
を
活
用
し
、
建
設
し
た
。

工
場
は
、一
階
か
ら
三
階
が
プ
レ
ス

や
溶
接
、
研
磨
な
ど
各
工
程
の
作
業
ス 

ペ
ー
ス
、
四
階
に
事
務
室
や
休
憩
室
、

 

食
堂
を
設
け
、各
階
は
人
荷
両
用
の
エ
レ 

ベ
ー
タ
ー
で
結
ば
れ
る
。
ま
た
、
四
〇 

〇
〇
種
以
上
に
及
ぶ
取
り
扱
い
部
品
の

多
品
種
少
量
化
に
対
応
す
る
た
め
、
立

体
自
動
倉
庫
を
導
入
。
生
産
性
向
上
や

品
質
管
理
に
大
き
な
効
果
を
挙
げ
た
。

「
土
地
が
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
四

階
建
て
の
変
則
的
な
工
場
と
な
り
ま

し
た
。
ど
う
す
れ
ば
最
も
合
理
的
な
レ

イ
ア
ウ
ト
と
な
る
か
に
苦
心
し
ま
し
た

系
列
部
品
メ
ー
カ
ー
が
団
結

住　所 〒431-3121
 浜松市東区有玉北町276番地の2
理事長 浅沼千秋
組合員 3人
設　立 平成2年12月17日
T E L  053-433-4511
F A X  053-433-8604

伍弁協業組合

▲�設立以来、トップとして組合を束ね
る浅沼千秋理事長

高
度
化
資
金
を
利
用
し

四
階
建
て
の
共
同
工
場
を
建
設

＂全
部
協
業＂
で
経
営
を
統
合

▲�4階建ての共同工場。各階は人荷共用エレベーター
で結ばれる
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平成23年度中小企業団体静岡県大会における
永年勤続優良従業員表彰の申請募集について

　本年度の「中小企業団体静岡県大会」を下記の日程にて開催いたします。
　県大会席上、永年にわたり県下の中小企業でご活躍されてきた従業員の皆様を称える｢永年勤続優良従業員表
彰｣を本会会長名にて行います。
　つきましては、下記内容にて｢永年勤続優良従業員｣の申請を募集しますので、本表彰に該当される従業員の
方を多数ご推薦いただきますようご案内申し上げます。

記

◇日　　時：平成23年10月19日㈬　午後1時30分開会
◇会　　場：静岡市葵区追手町1‒13「しずぎんホール　ユーフォニア」

（JR東海道線静岡駅北口から徒歩約8分）　　
推薦申請対象者 永年勤続優良従業員
　　（1）勤続15年以上の部（同一事業所に15年以上25年未満勤務)
　　（2）勤続25年以上の部（ 同一事業所に25年以上勤務。但し、過去本会会長表彰を受けた方であっ

ても勤続25年以上であれば表彰の対象となります。）

推薦・申請期限 平成23年8月26日㈮必着
申　　請　　料 賞状代、記念品代等として1名につき7,000円
お 問 合 せ 先 静岡県中小企業団体中央会　労働対策課　担当：伊藤／青山　
 〒420⊖0853　静岡市葵区追手町44⊖1　
 TEL：054⊖254⊖1511　FAX：054⊖255⊖0673

規
制
へ
の
対
応
と
消
音
性
を
高
め
る
た

め
の
ウ
ー
ル
加
工
部
門
に
進
出
。
ウ
ー

ル
乾
燥
機
の
導
入
や
保
管
庫
の
設
置
な

ど
、
新
た
な
設
備
投
資
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
親
会
社
と
と
も
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
合
弁
企
業
を
立
ち
上
げ
、
国
際

化
に
も
積
極
的
に
対
応
す
る
。

「
二
輪
車
の
電
気
化
が
進
め
ば
、
小

型
バ
イ
ク
か
ら
エ
ン
ジ
ン
や
マ
フ
ラ
ー

が
な
く
な
る
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
し
た
事
態
に
備
え
、
新
た
に

バ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
製
造
に
取
り
組
む
予

定
で
す
」
と
対
応
に
怠
り
は
な
い
。

「
今
後
、
大
型
バ
イ
ク
用
マ
フ
ラ
ー
に

は
、
よ
り
高
い
消
音
性
能
と
排
気
ガ
ス

中
の
有
害
成
分
を
低
減
す
る
機
能
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
こ
う
し
た
付
加

価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」。

先
の
見
え
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
理

事
長
は
力
強
く
先
を
見
据
え
る
。

ね
」
と
理
事
長
は
苦
笑
い
を
交
え
、
経

緯
を
説
明
す
る
。

設
立
か
ら
二
〇
年
。
親
会
社
に
隣
接

す
る
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
、
さ
ら

な
る
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
、
信
用

力
を
積
み
上
げ
る
な
ど
、
協
業
化
、
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
き
た
。

「
あ
の
ま
ま
、
単
独
で
仕
事
を
し
て
い

た
ら
、
い
ま
会
社
が
存
続
し
て
い
た
か

ど
う
か
。
金
型
か
ら
の
一
括
受
注
で
、

付
加
価
値
を
高
め
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
理
事
長
。

一
方
、
こ
の
二
〇
年
間
で
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
や
長
引
く
不
況
、
さ
ら
に
は

大
口
発
注
先
で
あ
る
大
手
二
輪
メ
ー

カ
ー
五
〇
㏄
バ
イ
ク
の
生
産
拠
点
の
海

外
移
転
な
ど
、
組
合
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
。
組
合
員
二
社
が
脱
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
、
マ
フ
ラ
ー
の
排
ガ
ス

組合活性化情報

高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
も
視
野
に ▲�出荷をまつ製品

▲�排ガス規制への対応と消音性を高めるた
め、マフラーにウールを巻く
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読者プラザ

私には９歳になる息子がいます。遊びに夢中に
なるお年頃です。最近の子供の遊び方は随分様変
わりしました。外に遊びに行くときに持っていく
物は、携帯電話、携帯ゲーム機、ベイブレード（昔の
ベイゴマの進化版）カードゲーム一式…と色々。
私たちは、自転車と身一つで遊びに行ったよう
な気がします。公園に行けば誰か友達がいて、遊具
やサッカー、野球で和気あいあいと遊んでいまし
た。今は公園に行くと遊具は撤去されていたり、不
審者がウロウロしていたり。
子供も塾や習い事に追われて公園には友達が誰
もいないなんて事も。
息子に「これで、遊びに行っても楽しいの？」と尋

ねると、「楽しいよ！」と元気いっぱいに答えます。狭
い世界の中で折り合いと知恵を使い、友達同士の連
絡を緊密し遊ぶ時間を融通して精一杯遊んでいる
ようです。私たちの頃の行き当たりばったりの遊び
方より、ずっと大人な遊び方なのかもしれません。
こんな子供達が大人になったとき、どんな世界
になるか。楽しみです。

子供の遊び
静岡県東部青年中央会 会長

川上雅司
沼津鉄工機械工業㈿青年部

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
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中小企業静岡
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新設組合紹介

組合員は、浜松市及び磐田市で税理士や社会保
険労務士、行政書士、経営コンサルタントの各事務
所を営む４人。
中小企業者の“良き相談相手”としてコンサルタ

ント業務のワンストップサービス化を図ろうと組
合を立ち上げた。
組合事業の柱は、組合員が扱う行う人事・労務、

人材育成・経営力強化、税務、経営診断、事業承継な
ど企業から寄せられる相談に対するコンサルティ
ング業務の共同受注。
多様化する企業の経営課題を組合がワンストッ

プで解決・支援する。
さらに企業経営者や業務担当者向けのセミナー

開催などの企画も受注する。
今後は、より幅広いコンサルティングに対応す

べく、弁護士や司法書士、金融・保険分野の専門家
などに対しても、組合への加入推進を検討するな
ど、組織強化にも積極的に取り組んでいく構えだ。

コンサルタント業務の
ワンストップサービス化目指し
静岡経営支援協同組合
浜松市

榊原 修理事長　

今月号の表紙を飾るのは、佐久間ダム。
日本が戦後復興へと力強く歩を進めつつあっ
た昭和28年、将来、予想される電力不足を解消
しようと着工。日本の土木技術力の粋を集めて、
3年4ヵ月という驚異的な速さで完成した。
高さ約156m、堰堤の長さ約294m。当時、日
本最大のダムとして威容を誇り、その竣工を祝っ
て記念切手が発行されるほど注目を集めた。
その壮大な姿をひと目見ようと観光バスが列

をなし、ダム湖には遊覧船が浮かんだ、という。
6月初旬、そのダムに足を運んだ。ひんやりと
した冷気に包まれる、ダムへと続くトンネルを
抜けると、ダム湖が広がる。堰堤から放水口を覗
き込めば、その高さに体がすくむ。
竣工当時、美しい白色だったという壁面は、
60年近い時を経て、濃い灰色へと変色した。
北遠の山々に囲まれ静かに佇むダムは、深刻
な電力不足に悩む今の日本に何を思う。	（住川）
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